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ニットサークル曾良

高島地域で活動する団体紹介

平成２６年６～９月まで全８回の公民館編み物教室を経て、その年の１０月より自主

サークル「ニットサークル曾良」として発足し、今年で１１年目を迎えます。

講師は、市内(旧高島町)在住の山本 操先生にお願いしています。現在は、会員数５名と少人数です

が、それ故に先生からは、懇切丁寧に教えていただいています。

編み物は全く初心者と言う人、それまで自己流でしていた人など様々ですが、今では、自分の作品を

身につけて、出掛けることが出来るようになりました。

一本の糸と針(編み針)が、思いもよらない素敵な模様を創り出してくれます。

なかなか思うように進まないこともありますが、作品が仕上がった時には、充足感や満足感を覚えま

す。また冬場には、毎年新たな編み方でのニット帽やネックウォーマーなどの小物類も作っています。

サ ポ ー ト リ ン グ た か し ま へ よ う こ そ ！

自治協議会発足当時は、高島町時代の教育長室だった部屋に当時の大きな机がデンと据

えられ古いスチール庫が2～3個積み上がって、いかにも古色蒼然としていました。そこに

公民館や支所の古いスチール机を2台入れて相談員が座るようにしましたから、ドアを開

けるとまるで古道具の寄せ集めのような眺めでした。まずは掃除機をかけてせめてもと

せっせと拭き掃除からのスタートでした。

ようやく予算の目処が立って備品にも回せるようになり、まずはレーザー複

合機を購入しました。それまでは家庭用インクジェットプリンタでしたから格

段に効率アップしました。そうそう掛け時計も買いました。 パソコンが相談

員にもほしい、バックアップはどうするかなど、先立つ備品調達があり、なか

なか調度品には至りません。相変わらず窓際に旧教育長の机が鎮座しているせ

いで余計に圧迫感のある部屋でした。

私たちの事務室を紹介します！

活動は月３回 第１～第３水曜日の９時

３０分から１１時３０分で、二階の小部

屋で、おしゃべりと共に楽しく過ごして

います。

興味のある方は 一度覗いてみて下さい。

お待ちしています。

そ ら

3年目の去年にやっと机の入れ替えを敢行しました。やってみるとスルスルと

アイデアが出て絶対移動は無理と思い込んでいた大きなロッカーを動かすこと

で相談員の机もうまく配置できました。 今はこんな感じの部屋になっていま

す。公民館の2階にありますから是非一度お訪ねください。
サポートリングたかしま事務室 会長 加藤 幸江



次号は西川さんご紹介

萩の浜自治会長

木津 宏和さん

1 土

2 日 ★ 中村眞奈美

3 月 お休み

4 火

5 水 ★ 山田 善嗣

6 木

7 金 ★ 竹中　寛

8 土

9 日 ★ 西川　孝

10 月 お休み

11 火

12 水 ★ 仁賀 定夫

13 木 理事会

14 金 ★ 横田 久夫

15 土

16 日 ★ 廣坂 吉憲

17 月 お休み

18 火

19 水 ★ 藪内キヨ子

20 木 お休み

21 金 お休み

22 土

23 日 ★ 中田 國博

24 月 お休み

25 火

26 水 ★ 清水 良恵

27 木

28 金 ★ 川島 清治

29 土

30 日 ★ 加藤 幸江

31 月 お休み

まちあかり健康づくり(10：00～11：30)

まちあかり健康づくり(10：00～11：30)

まちあかり健康づくり(10：00～11：30)

まちあかり健康づくり(10：00～11：30)

まちあかり食堂(11：00～13：00)

カフェまちあかり
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3月の予定表 相談員

高島地域住民自治協議会
高島市勝野670（高島公民館２Ｆ）

開館日： 日・月・火・水・木・金・土（お休みは 上記の予定表を御覧ください）

相談時間：１０時～１２時（★ 相談員が待機しています）

開館時間： ９時～１３時（事務スタッフが待機しています）

現在、私の住む中溝地域は営農組合があり、

８haの田を預かり主要メンバー８名で稲作を

行っています。私もそのメンバーの一員とし

て今年もおいしいお米つくりに精を出し、

「食味８５点以上」を目指し頑張ります。

リングリレートーク

お問合せ先：ガリバー文化祭実行委員会
（高島公民館内）

３６-０２１９（担当：久保田）

たかしま地域伝言板 たかしま地域伝言板 たかしま地域伝言板

２０２５年度
高島学園 修身堂ボランティア 募集！

（高島小・中学校）

高島学園では、あいさつ、見守り活動、家庭

科や生活科等の学習支援、自然学習やマラソン

大会等の学校行事支援、環境整備活動、本の整

備や読み聞かせなどの図書活動、昼休みの九九、

わり算道場などに参加して頂けるボランティア

を募集しています。子ども達のために、皆さん

の力を どうかお貸しください！

田んぼまでは細い上り坂で、息を切らしながら登った先には、松の木

と平らな岩があり、そこから見える我が家や集落の風景は今も鮮明に記

憶に残っています。

◆お問い合わせ先◆

高島学園地域学校

協働本部

℡36－8018（月-木）

担当：中村まで

https://srt.shiga.jp mail: takashima.juminzichikyou@gmail.com

農家の子どもは誰もが農作業を手伝うことは当たり前で、学生から社

会人へと成長した頃には農作業が嫌いになっていました。将来、農作業

はしない、農業は継がないと心に決めていました。しかし両親が高齢に

なるにつれ少しずつですが農業に携わるようになり、そのころから私の

農業に対する考え方が少しずつ変わってきました。

農作業への思い

西川 孝

：090-2115-9055（お越しの際は、まずはお電話下さい）

朝、窓から外の景色を見て、ふと小学生の頃の

情景を思い出すことがよくあります。それは、富坂

集落の南側にある山を切り開いた高台「むかい原」

にある田んぼです。当時、農機具が普及していな

かった頃、両親は私と弟を連れ約２キロの道のりを、

歩いて「むかい原」に通い、農作業に汗を流してい

ました。

山間地の田は草刈り作業が大変で、特に山間地の田の畔は急こう配

で面積も広く、夏場は体力・気力が必要です。つらい草刈り作業ですが、

作業後の田の畔がきれいになることで爽快感や達成感、そして自己満足

感も味わえることが出来、嫌いな農作業も次第に前向きな気持ちへと微

妙に変わっていきました。
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